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ラジオフォトルミネッセンス（radiophotoluminescence; RPL）とは放射線との相互作用により物

質中に発光中心が生成される現象を指す。生成される発光中心の数は照射した積算放射線量に比

例し、一般的にフォトルミネッセンス（PL）強度として読み取る事が可能である。現在、日常的

な被ばく線量管理の為の個人被ばく線量計として幅広く用いられている 1)。 

一般的に、RPLを示す既存の蛍光体材料は Ag

ドープりん酸塩ガラス、Al2O3:C,Mg、LiFおよび

Sm等をドープした無機化合物蛍光体などが知ら

れているが、いずれもバルク固体材料であり、曲

線形状を持つ箇所の連続的な線量分布計測（例え

ば、防護服、手袋など）に適さない。このような

背景のもと、我々は粉末状の RPL 材料を樹脂中

に分散させたフレキシブル線量計の開発を行っ

ている 2)。 

本研究ではフレキシブル線量計の読み取り装

置および新たな RPL イメージングプレート

（RPL-IP）の試作を行った。Fig. 1に構築した読

み取り装置を示す。読み取り視野はおよそ 40 cm 

× 40 cmであり、LED光源（365 nm, 405 nm, 460 

nm, 530 nmおよび 630 nm）を用いて RPL-IP を励起し、その蛍光分布は光学フィルターを通して

冷却カメラで検出される。Fig. 2に試作した RPL-IP とそれを使って X 線イメージングした「クリ

ップ」の像を示す。これは RPLを示す Smドープ材料の粉体を有機フィルム上に分散・接着させ

たものであり、X 線イメージングが可能である事が確認できる。今後はフィルムの最適化を行い、

線量計としての性能評価を行う予定である。 
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Fig. 1 構築した RPL-IP の読取装置 

 
Fig. 2 試作した RPL-IP（左）および得られた

X 線イメージ（右） 
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